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た
全
国
の
河
川
や
地
下
水

の
水
質
測
定
の
結
果
を
公

表
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、

回
答
が
得
ら
れ
た
39
都
道

府
県
の
約
２
０
０
０
地
点

の
う
ち
、
22
都
府
県
の

２
４
２
地
点
で
国
の
暫
定

　

環
境
省
は
４
月
25
日
、

２
０
２
３
年
度
に
実
施
し

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
か
ら
命

と
健
康
を
守
る
多
摩
地
域

市
民
集
会
が
４
月
19
日
、

立
川
相
互
病
院
講
堂
（
立

川
市
緑
町
）で
開
か
れ
た
。

「
多
摩
地
域
を
は
じ
め
全

国
に
広
が
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚

染
で
、
環
境
省
は
水
質
基

準
と
摂
取
の
許
容
基
準
を

欧
米
並
み
に
引
き
下
げ
る

べ
き
」
と
の
決
議
を
採
択

し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
一
部

の
物
質
が
有
害
と
さ
れ
る

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
。

　

多
摩
地
域
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

汚
染
か
ら
命
と
健
康
を
守

る
会
が
主
催
し
、
約
80
人

が
参
加
し
た
。
は
じ
め

に
「
日
本
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚

染
・
解
決
す
べ
き
課
題
は

何
か
」
を
テ
ー
マ
に
京
都

大
学
名
誉
教
授
の
小
泉
昭

夫
さ
ん
が
講
演
し
た
。

　

小
泉
さ
ん
は
全
国
各
地

で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
懸
念
さ

れ
る
健
康
被
害
な
ど
に
言

及
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
体
内
に

て
は
、「
暫
定
指
針
値
が

1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
50
ナ

ノ
㌘
の
基
準
は
低
い
。
評

価
書
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
た
。

長
く
蓄
積
さ

れ
、
腎
臓
が
ん

や
肝
障
害
な
ど

健
康
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ

る
。
医
療
的
ケ

ア
だ
け
で
な

く
、
体
内
に
入

る
こ
と
の
軽
減

や
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
な
ど
「
社
会

的
処
方
」
の
必

要
性
を
訴
え
、

汚
染
源
を
特
定

し
、
除
去
す
る

こ
と
が
大
事
だ

と
し
た
。
内
閣

府
食
品
安
全
委

員
会
が
決
定
し

た
健
康
影
響
の

評
価
書
に
つ
い

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
航
空
機
火

災
の
消
火
を
す
る
泡
消
火

剤
な
ど
に
含
ま
れ
て
い

る
。
横
田
基
地
で
は
、
長

年
泡
消
火
剤
を
使
っ
た
消

火
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、

泡
消
火
剤
が
数
回
漏
出
し

て
い
る
と
い
う
。
多
摩
東

部
地
域
の
地
下
水
で
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
濃
度
が
高
い
の
は
、

泡
消
火
剤
に
含
ま
れ
る
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
が
土
壌
に
染
み
込

み
地
下
水
に
溶
け
、
広
が

っ
た
か
ら
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
地
下
水
を
利

用
し
た
水
道
水
を
飲
み
続

け
た
国
分
寺
市
な
ど
の
住

民
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
中
濃
度

が
高
く
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

決
議
で
は
、
現
状
で
は

緩
す
ぎ
る
水
質
基
準
と
摂

取
の
許
容
基
準
を
欧
米
並

み
に
引
き
下
げ
る
べ
き
と

し
た
ほ
か
、
横
田
基
地
へ

の
立
ち
入
り
調
査
、
井
戸

水
・
貯
水
池
・
土
壌
の
調

査
実
現
、
多
摩
地
域
の
地

場
産
野
菜
の
安
全
性
と
、

学
校
給
食
に
使
わ
れ
て
い

る
野
菜
の
安
全
性
を
確
認

す
る
調
査
な
ど
を
行
う
よ

う
求
め
て
い
る
。

　

集
会
に
は
複
数
の
国
会

議
員
や
都
議
会
議
員
が
参

加
し
た
。
立
憲
民
主
の
大

河
原
ま
さ
こ
衆
院
議
員

は
「
現
在
の
暫
定
基
準
値

１
㍑
あ
た
り
50
ナ
ノ
㌘
の

ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
大
問

題
。
小
泉
さ
ん
は
環
境
省

が
実
施
し
た
最
新
の
エ
コ

チ
ル
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
基
準
は
現
在
の
２
０
０

分
の
１
に
な
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
政
府
は
命
と
健

康
を
守
る
た
め
の
あ
ら
ゆ

る
施
策
を
総
動
員
す
べ

き
」
と
訴
え
た
。

　

■

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
め
ぐ
っ
て

は
多
摩
各
地
で
市
民
運
動

が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

西
多
摩
地
域
で
は
４
月
13

日
、
羽
村
市
の
プ
リ
モ
ホ

ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
で
新
た
に

「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
か
ら
命

と
健
康
を
守
る
西
多
摩
の

会
」
が
結
成
総
会
を
開
い

た
。
中
下
裕
子
弁
護
士
が

記
念
講
演
し
た
。

「許容基準を欧米並みに引き下げるべき」
PFAS 汚染から命と健康を守る多摩地域市民集会を開催

PFAS の汚染の実態を知り、早期対策の必要性を学んだ

解決すべき課題を訴える京大名誉教授の小泉さん

都府県の 242地点
国の暫定指針値超え

環
境
省
が
全

国
水
質
測
定

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
八
王
子
支

社
と
五
日
市
線
沿
線
自
治

体
（
昭
島
市
、
福
生
市
、

あ
き
る
野
市
、日
の
出
町
、

檜
原
村
）
は
４
月
26
日
、

五
日
市
線
開
業
１
０
０
周

年
記
念
式
典
を
武
蔵
五
日

市
駅
前
の
新
施
設
「
フ
レ

ア
五
日
市
」
で
開
い
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
執
行
役
員

八
王
子
支
社
長
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
拝
島
営
業
統
括
セ
ン

タ
ー
所
長
、
沿
線
自
治
体

の
首
長
ら
が
出
席
し
、
節

目
を
祝
う
と
と
も
に
来
年

３
月
ま
で
運
行
予
定
の
ラ

ッ
ピ
ン
グ
列
車
出
発
式
に

臨
ん
だ
。

　

同
駅
前
で
は
イ
ベ
ン
ト

「
い
つ
か
い
ち
ど
は
乗
っ

て
み
た
い
、
は
た
ら
く
乗

り
物
大
集
合
！
」
も
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
出
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

　

■

　

10
年
前
の
90
周
年
で
も

祝
う
イ
ベ
ン
ト
が
五
日
市

会
館
で
開
か
れ
て
い
る
。

「
五
鉄
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
た
前
身
の
五
日
市
鉄

道
に
因
ん
だ
講
演
と
歌
を

通
し
、
集
ま
っ
た
５
０
０

人
を
超
す
市
民
が
歴
史
に

思
い
を
馳
せ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
住
民

有
志
や
地
元
企
業
関
係
者

ら
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

（
青
木
健
治
委
員
長
）
が

主
催
し
た
。

　

五
日
市
鉄
道
は

１
９
２
５
年
４
月
21
日
に

開
通
し
た
。
拝
島
駅
―
武

蔵
五
日
市
駅
間
の
11
・
１

㌔
を
結
び
、
沿
線
の
経
済

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
敷
設
に
は
当
時
の
五

日
市
町
長
だ
っ
た
岸
忠
左

衛
門
や
小
机
三
造
、
内
山

安
兵
衛
、
沼
田
省
太
郎
ら

が
尽
力
。
浅
野
セ
メ
ン

ト
、
岩
浪
組
な
ど
が
支
援

し
た
。

　

講
演
で
は
こ
の
歴
史
を

踏
ま
え
多
摩
川
橋
梁
架
設

や
東
秋
留
付
近
の
切
通
し

開
削
な
ど
の
難
工
事
と
、

関
東
大
震
災
に
よ
る
資
金

難
を
乗
り
越
え
、
開
通
し

た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
実
行

委
員
の
森
下
晴
男
さ
ん
が

作
詞
、
作
曲
し
た
「
五
鉄

の
歌
」
や
「
増
戸
の
桜
」、

キ
シ
ノ
ヒ
ロ
シ
さ
ん
の

「
君
に
会
え
た
駅
」
な
ど

五
日
市
線
に
因
ん
だ
歌
が

披
露
さ
れ
た
。
乗
り
の
よ

い
「
五
鉄
の
歌
」、
少
し

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
「
君

に
会
え
た
駅
」
は
い
ず
れ

も
耳
に
残
る
名
曲
だ
。

　

講
演
に
先
立
ち
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
沿
線
の
首

長
や
議
長
、
都
議
ら
が
顔

を
そ
ろ
え
、
祝
辞
で
住
民

の
暮
ら
し
を
支
え
る
五
日

市
線
を
し
っ
か
り
守
っ
て

い
く
と
の
決
意
が
相
次
い

だ
。

　

か
つ
て
は
首
長
選
挙
の

た
び
に
公
約
に
挙
が
っ
た

五
日
市
線
の
複
線
化
だ

が
、
今
は
ほ
ぼ
耳
に
し
な

い
。
西
多
摩
地
域
広
域
行

政
圏
協
議
会
（
会
長
・
大

勢
待
青
梅
市
長
）
が
毎

年
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
八
王
子

支
社
に
出
す
青
梅
線
、
五

日
市
線
お
よ
び
八
高
線
に

か
か
る
要
望
書
に
は
複
線

化
の
早
期
実
現
が
入
っ
て

い
る
。
だ
が
事
務
的
だ
。

　

行
政
の
立
場
上
、
有
名

無
実
と
は
言
え
な
い
だ
ろ

う
が
、
１
０
０
周
年
を
祝

う
だ
け
で
は
な
く
、
現
実

的
な
沿
線
活
性
化
を
議
論

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
な
い

か
。　
　
　
（
岡
村
信
良
）

先
人
の
遺
産
　
未
来
に
つ
な
げ
る
精
神

現
実
的
な
沿
線
活
性
化
議
論
を

五日市線

指
針
値
を
超
え
て
い
た
。

最
大
値
は
大
阪
府
摂
津
市

の
地
下
水
で
、
５
２
０

倍
と
な
る
1
㍑
当
た
り

2
万
６
０
０
０
ナ
ノ
㌘

（
ナ
ノ
は
10
億
分
の
1
）

だ
っ
た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
工
場
や
米

軍
基
地
、
自
衛
隊
施
設
の

周
辺
で
検
出
さ
れ
る
事
例

が
多
く
、
摂
津
市
に
は
世

界
的
な
空
調
設
備
メ
ー
カ

ー
の
工
場
が
あ
る
。 来年３月まで運行予定のラッピング列車


